誓約書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
（あて先）
　福岡広域都市計画事業筑紫駅西口土地区画整理事業
　施行者　　筑紫野市
　代表者    筑紫野市長　平　井　一　三
　　　　　　　　　　　　          申　請　者　　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　          工事施工者　　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
現場代理人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　土地区画整理法第７６条第１項の規定に基づく申請に当たり、下記条件を堅く守り、貴市の指示に従うと共に不備があった場合は責任を持って指示通り改修を行うことを誓約します。
                                              記
１．完了届及び検査
（１）法第７６条第１項の規定により許可を受けた者は、当該許可に係る行為が完了したときは、速やかに完了届を市長に提出しなければならない。
（２）当該敷地は仮換地であることを認識し、使用収益開始立会時に確認した隣地境界杭が施工後に紛失、除去、移動している場合は、隣接する地権者と立会の上復元し、当市係員（以下「係員」という。）の検査を受けること。
（３）当該敷地に関連する道路、排水施設等は、承認を得たものを除き、施工前の状態にあることを確認し係員の検査を受けること。
（４）宅地内から雨水を排除する目的で排水管を側溝等に取り付けるときは係員と協議し、申請人等の費用で工事を行い、竣工時には係員の検査を受けること。
　　　　
２．別途申請
（１）当該工事に伴い公共施設（道路、歩道等）に影響する工事を行う場合には別途申請し、申請人等の費用で工事を行い、竣工時には係員の検査を受けること。
３．注意及び指示
　（１）当該工事により構造物等（側溝・街渠桝・人孔・舗装・管渠・擁壁・境界標等）に損傷、不等沈下を与えないよう係員の指導を受けて施工すること。
　（２）土地区画整理事業地区内の道路を使用するときは、車両速度表示を守り、騒音、振動には特に注意し走行すること。
　（３）当該工事により発生する残土及び残材については、申請人等の責任において処理すること。
　（４）道路、管渠、隣接地に土砂が流出しないよう防護措置を行い施工すること。また使用道路をコンクリート、土砂などで汚さないよう注意し清掃を怠らないこと。
　（５）擁壁、塀、盛土等を行う時は、当市が設置している公共汚水取付管に支障がないよう施工すること。
　（６）汚水の放流については、原則として、筑紫野市の公共下水道供用開始区域の公示後とする。
　（７）ブロック塀は、充分安全を配慮した施工を行うこと。
  （８）本申請に含まれない建築物、工作物（擁壁・車庫・倉庫等）の築造及び土地形質の変更、移転の容易でない物件の設置、堆積は一切しないこと。
        ただし、別途申請により増築等する場合は、この限りではない。
（９）本計画に変更が生じた場合はすみやかに本課と協議をおこなうこと。
４．上記並びに上記以外にことについて、疑義が生じた場合はその都度協議のうえ処理すること。
※この誓約書は７６条申請の際に１部提出し、そのコピーを割印し、おのおの一部ずつ保管すること。
